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180 0 弱で Little が示す15。から 18 0 の範囲にあり、 Rotscher の提唱する 45。の値と大きく相異すること
















第 6 章は、本論文のまとめで、第 2 章から第 5 章までの実験的研究の結果をボルトの挙動に重点を
おいてまとめている。
最後に、引張ボルト接合部の設計に資するため、次記の参考資料を提示している。
〔参考 1 J 引張ボルト接合部の設計に対する注意点と筆者の設計提案式について
〔参考 nJ Douty-Mcguire の式、 Beer の式、日!中の式について、及び、各式の相異点、について
〔参考回〕各国の高力ボルトの規格値と引張ボルト接合部に関する規準について
〔参考町〕引張ボルト接合部に関する文献集
論文の審査結果の要旨
高力ボルト引張接合法の確立は、鋼構造建築の設計施工の領域で最も強く要望されている課題であ
るが、接合機構に不 HJJの点が多いために、実用化が防げられていた。本論文はこの接合法にひそむ未
解決の問題点を洗い出し、その中の主要事項をとりあげて、実験的研究を推し進め、多数の実験資料
にもとづいて、ボルト及び接合板のバネ定数、ボルト軸力の変動性状等を求めている。これらは接合
古I~のてこ作用力を求める上に基礎的な要素で、種々の形状寸法の接合部に対するてこ作用力の解明を
可能にするものである。ついで、数多くの供試体の実験より、てこ作用力の発生状況を検討し、接合
古I~の形状寸法と、てこ作用力の関係、接合部耐力に及ぼす細部補剛の効果などを明らかにしている。
以上のように、本論文は高力ボルトヲ防討妾合の接合機構を解明し、てこ作用を含むボルト軸力および接合
部強さに関する多くの有益な基礎資料を提供するとともに、本工法の実用化、設計法の確立に重要な
指針を与えるもので、建築工学上貢献する所多大である。したがって、本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
- 156 -
